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構　造　図(その2 )

構　造　図(その2)

張コンクリート擁壁
S = 1 : 1 0 0

t = 1 0 m m , 1 0 mに 1ヶ処

V P 6 5 , 3 . 0 m  に 1ヶ処
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構　造　図(その3 )

練石積み S = 1 : 5 0

m 22 2

構　造　図(その3)
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(吐口)

1.150
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既設BOX

No.22+8.648

58°36′07″

記 号 X Y

93 197.228 109 293.336

93 192.713 109 293.314

【主要点座標一覧】
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B

A

B

1号函渠一般図(B1000×H900)

1号函渠一般図( B 1 0 0 0× H 9 0 0 )

1.150
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　1.010

(現況合わせ)
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1:0.5
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1:0.5

函渠縦断図

函渠平面図

函渠断面図S=1:50

S=1:50

S=1:30

中 央 部

呑 口 部 吐 口 部

0 . 1 4

名 　 称
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数 　 量

均しコンクリート

m当り

1 . 4 0

本

基 礎 材
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m 3

m 3

函 　 渠

敷 モ ル タ ル

同 上 型 枠

0 . 0 2 8

0 . 5 0

0 . 2 0

m 2

2.388 2.433

地覆工 S=1:30

0 . 1 8

名 　 称 数 　 量

箇所当り

m 3コンクリート

型 枠 0 . 9 0 m 2

幅400、平均高240

2 . 1床 　 掘

埋 戻 1 . 4

1 . 5床 　 掘

コンクリート取壊 0 . 4 3

埋 戻 1. 6
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プレキャスト函渠割付図

プレキャスト函渠割付図
標準吊上金具形 状 寸 法 (m)土 か ぶ り設 計 荷 重(t)標 準 質 量

カルバート呼び名
1000*900*2000 0.200～3.000T-2452.565 吊上金具 2.5t - 4点

製品数量表

数量
種　別

BOX-1000*900*2000

1500B’ 1

概 寸 法

呼 び 寸 法

DBC 1100/930 1

合　計 3

BHC (1/1) 450*300 - 2ヶ 1

　2000*1600*2000 0.050～1.000T-2456.075 吊上金具

1015 1500 2000

4515 1650

端部差し筋図
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1
1
4
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7054
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0
*
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下　流 上　流 上　流下　流

横穴部概略図
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正　面　図
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1
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1
9
0
0

端面フラット加工

差し筋 D13

(出) L=150

1800

1

1500

開放端

※注意点

1.

連結金具詳細図

縦締PC鋼棒

ゴムパッキン

ナット

ワッシャー

アンカープレート

連結金具

L カップラー

緊張棒(プルロッド)L/2
縦締PC鋼棒

PC鋼棒のネジ部がカップラーの1/2までねじ込まれていることを確認するまでは、

2. プルロッドもカップラーの1/2まで完全にねじ込むこと。

このPC鋼棒のもう一方のネジ部にナットを装着しないこと。

種　　別 細　目 数量

各1個/組

縦締鋼材表

ナット、ワッシャー、アンカープレート

上記縦締PC鋼棒用定着具

16組

(SBPR930/1080)

縦 締 PC 鋼 棒 4L= 1940 mm

φ13

導入力： KN以下100

本

短　尺　型B’

標準型・連結金具あり

差し筋ありC

横　穴　付H

片　斜　型D

DBC BHCB’

DC

製品数量表

(個)

数量
種　別

BOX-2000*1600*2000

1800/1500 1

(mm)概 寸 法

呼 び 寸 法

合　計 1

(縦締PC鋼棒)
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1254 746
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B

4L= 940 mm 本
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正　面　図
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50 50
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差し筋 D13

(出) L=150

(斜長)

(斜長)

S=1:30

1号函渠(B1000*H900*L2000) 2号函渠(B2000*H1600*L2000)

  5t - 4点

DC

(個)(mm)
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＊ 8 鉄筋は、 AWM-P を使用するこ と も できる。

1号函渠配筋図(B1000×H900)

1号函渠配筋図( B 1 0 0 0× H 9 0 0 )
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S=1:15
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S=1:15
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引　 　 　 張　 　 　 強　 　 　 度 　144　　

降　 　 伏　 　 点　 　 強　 　 度 　124　　

導　 　 入　 　 時　 　 強　 　 度 　100

φ13 ； 導入力100kN 以下とする。

図中に示す数値
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1940

ボッ ク スカルバート （ 第 種 ）

型 式

設 計 荷 重 T-245

土 か ぶ り 0.200～3.000 m

寸 法

高

巾

長L=

B=

H= m

m

m　2.000

　1.000

　0.900

R C部材

鉄筋コンクリ－ト 単位Ｎ/mm2

コンクリ－ト

鉄 筋

設計強度

許容強度

許容強度

σｃ ｋ = 　45　

σｃ ａ = 　15　

σｓ ａ = 300　

頂 版

　　81.8

　　71.8

　　50.0

　　49.0

引 張 強 度

降 伏 点 強 度

導 入 時 強 度

設 計 荷 重 作 用 時

底 版

9.2 SBPR1080/1230

　　81.8

　　71.8

　　50.0

　　49.0

引 張 強 度

降 伏 点 強 度

導 入 時 強 度

設 計 荷 重 作 用 時

材 料 表

種
別 NO.

径

(mm)

長 さ

(mm)

本
数

質 量

(kg)
形 状 材 質

鉄

筋

PC

材

コ ン ク リ － ト m3 ton

1 φ7.1 1090 　　4 　　1.373 MARBAR

1 φ7.1 2480 　22 　17.186 MARBAR

2 φ7.1 1090 　22 　　7.554 MARBAR

3 φ9.0 1150 　21 　12.075 MARBAR

6 φ7.1 1150 　17 　　6.158 MARBAR

7 φ7.1  390 　44 　　5.405 MARBAR

8 φ6 1940 　30 　12.920 AWM-B

9 φ14 吊上金具2.5t   65 　　4

計

10 φ9.2 SBPR1080/1230

11 φ9.2 SBPR1080/1230

計 　　4.886

1.026 2.565

2
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平  面  図

側  面  図

配  筋  図
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　　4

　　4
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　　2.443

　　2.443

  62.673

PC 鋼棒φ 単位kN

9.2 SBPR1080/1230PC 鋼棒φ 単位kN

(1個当り)

※注意点
　1.PC鋼棒のネジ部がカップラーの1/2までねじ込まれていることを確認するまでは、
　　このPC鋼棒のもう一方のネジ部にナットを装着しないこと。
　2.プルロッドもカップラーの1/2まで完全にねじ込むこと。

縦締PC鋼棒 緊張棒(プルロッド)

解放端
カップラー

縦締PC鋼棒 ゴムパッキンナット

ワッシャー

アンカープレート

連結金具
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※　スパン最大間隔は、3m(斜距離)とすること。

※　スパン最大間隔は、3m(斜距離)とすること。

※　スパン最大間隔は、3m(斜距離)とすること。

4

数量表(NO.2+5.000～NO.3区間右側)

 2

本1貫通支柱

注)　支柱は、天端中心に設置すること。
注)　支柱は、伸縮目地から50cm以上開けて設置すること。

13

 2

4

数量表(NO.12+18.500～NO.13+13.300区間右側)

 2

注)　支柱は、天端中心に設置すること。
注)　支柱は、伸縮目地から50cm以上開けて設置すること。

数量表(NO.10+13.000～NO.12+15.500区間右側)

注)　支柱は、天端中心に設置すること。
注)　支柱は、伸縮目地から50cm以上開けて設置すること。

13

数量表(NO.10+7.000～NO.12+8.000区間左側)

 2

注)　支柱は、天端中心に設置すること。
注)　支柱は、伸縮目地から50cm以上開けて設置すること。
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落石防護柵詳細図(その1)
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A部詳細図
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金網端部処理図

落石防護柵詳細図(その2)
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施工計画図(案)

プレキャストボックス施工区間

平 面 図　S=1:250
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(注)1.上図は、ブームのたわみを含んでいません。
 　 2.本図は、アウトリガ最大(6.5m)張出状態での図です。

A:ブーム角度の範囲(無負荷時)
つり具と主巻フック重量(220kg)を含んだ重量

※　ボックスカルバート重量
　　1個あたり2.6t
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施工計画図(案)

徳島県南部総合県民局県土整備部 <阿南>
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福井椿泊加茂前線

阿南市椿町宮ヶ谷他
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1818

R7阿土　福井椿泊加茂前線（宮ヶ谷～瀬井工区）
阿南・椿　道路改良工事
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施工後の左側車線を車両通行
スペースとして使用する。
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※縦断勾配に応じて横継ぎ材の長さを変更のこと
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